
加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

は
じ
め
に

　

中
京
大
学
に
情
報
科
学
部
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
足
腰
を
盤
石
に

す
る
た
め
に
、
翌
１
９
９
１
年
、
人
工
知
能
高
等
研
究
所
（IA

SA
I

）

が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
教
育
研
究
現
場
と
産
業
社
会
現
場
を

分
か
つ
こ
と
な
く
密
着
さ
せ
た
土
壌
の
上
に
育
み
た
い
と
考
え
た

か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
い
ま
、
第
３
期
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
が
強
烈
な

触
媒
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
近
況
下
に
あ

る
研
究
所
の
来
歴
、
活
動
内
容
を
ご
紹
介
す
る
。

（http://w
w

w
.iasai.sist.chukyo-u.ac.jp/

）

１　

追
い
か
け
て
き
た
Ａ
Ｉ
研
究
の
小
史

　

IA
SA

I

発
足
の
動
機
と
そ
の
後
に
目
指
し
た
Ａ
Ｉ
研
究
の
系
譜

は
、「
人
工
知
能・

ソ
フ
ト
サ
イ
エ
ン
ス
シ
リ
ー
ズ
市
民
公
開
講

座
」
に
招
聘
し
た
講
師
陣
の
学
識
領
域
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。（
敬
称
略
）

辻
井
潤
一
、
中
島
秀
之
（
２
０
１
７
）、
坂
村
健
（
２
０
１

６
）、
久
間
和
生
（
２
０
１
５
）、
白
井
克
彦
（
２
０
１
４
）

… 

吉
川
弘
之
（
２
０
１
１
）
林
南
八
（
２
０
１
０
）
… 

高

畑
勲
、
橋
爪
誠
（
２
０
０
４
）
… 

ド
ナ
ル
ド・

Ａ・

ノ
ー
マ

ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド・

Ｓ・

ミ
ュ
ー
ラ
ー
（
１
９
９
３
）、
マ
ー

ヴ
ィ
ン・

ミ
ン
ス
キ
ー
、
谷
川
俊
太
郎
、
養
老
猛
（
１
９
９

２
）、
辻
三
郎
、
佐
伯
胖
（
１
９
９
１
）

　

人
間
知
能
研
究
を
礎
に
し
つ
つ
、
産
業
社
会
の
現
場
に
届
く
人

工
知
能
研
究
を
目
指
し
て
き
た
と
総
括
で
き
る
。

２　

最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

話
題
①　

２
０
１
６
年
度
は
発

足
以
来
25
年
で
あ
り
、
創
立
記

念
事
業
を
実
施
し
た
。

　

写
真
１
は
、
創
設
四
半
世
紀

記
念
式
典
の
一
コ
マ
で
あ
る
。

話
題
②　

ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大

会
２
０
１
７
名
古
屋
世
界
大
会

人
工
知
能
高
等
研
究
所
の
来
歴

［
中
京
大
学
］

輿
水 

大
和
●
中
京
大
学
工
学
部
教
授
、
人
工
知
能
高
等
研
究
所
所
長

《
研
究
所
編
》

写真１　�人工知能高等研究所創設四半世紀
記念式典（2017年2月17日）
学内外から来賓をお迎えして
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が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
歴
史
は
、IA

SA
I

設
立
か
ら
時
代

を
遡
り
第
１
回
ロ
ボ
カ
ッ
プ
（
名
古
屋
開
催
）に
源
流
の
あ
る
こ
と

は
特
記
に
値
す
る
。

３　

市
民
社
会
、
産
業
界
へ
の
接
面

話
題
①　

IA
SA

I
は
名
古
屋
市
科
学
館
と
協
定
を
結
び
、「
最
高

の
科
学
技
術
を
子
ど
も
た
ち
に
！

―
大
学
教
授
と
学
ぶ
も
の
づ

く
り

―
」
を
謳
い
市
民
社
会
、
産
業
界
へ
の
接
面
の
役
割
を
今

後
と
も
演
じ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

話
題
②　

市
民
公
開
講
座
開
催
は
重
要
な
市
民
社
会
と
産
業
社
会

と
の
接
面
を
構
築
す
る
手
掛
か
り
だ
と
位
置
付
け
て
い
る
。

話
題
③　

機
関
誌“IA

SA
I N

ew
s”

発
刊
は
１
９
９
７
年
に
始
ま

り
、№
40
（
２
０
１
７
年
、

写
真
２
）
ま
で
毎
年
２
号

発
刊
の
ペ
ー
ス
で
刊
行
し

て
き
た
。
ま
た
、IA
SA

I

公
式H

P

の
維
持
運
営
を

図
っ
て
い
る
。

４　

人
工
知
能
研
究
推
進
の
た
め
の
施
策
と
実
績

話
題
①　

所
員
個
々
人
の
研
究
資
源
を
持
ち
寄
っ
て
研
究
活
動
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
研
究
所
は
そ
の
推
進
を
側
面
か
ら
支
え
る
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
に
徹
し
て
い
る
。

話
題
②　

産
学
協
同
研
究
の
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

【
事
例
】
富
士
通
研
究
所　

D
EN

SO

　

ト
ヨ
タ
自
動
車　

SU
BA

RU

　

三
菱
自
動
車　

H
O

N
D

A

　

カ
シ
オ
計
算
機　

三
菱
電
機　

SA
N

Y
O

　

SH
A

RP　

T
O

Y
O

　

ア
イ
シ
ン
精

機　

ト
ヨ
タ
車
体　

IH
I　

Panasonic　

N
IT

T
O

　

Y
K

K

　

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル　

花
王

話
題
③　

M
V

R

ラ
ボ
実
験
環
境
を
整
え
て
、
所
員
に
研
究・

共

同
研
究
の
実
験
サ
イ
ト
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
機
密
性
の
高

い
産
学
協
同
研
究
の
た
め
の
レ
ン
タ
ル
研
究
室
を
設
置
し
て
、
協

同
研
究
契
約
の
下
で
貸
与
を
行
っ
て
い
る
。

　

大
型
国
庫
助
成
の
誘
致（IPA

助
成
、CREST

助
成
、サ
ポ
イ
ン

助
成
、NED

O

愛
知
万
博
ロ
ボ
ッ
ト
展
示
助
成
）も
注
力
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

人
工
知
能
と
い
う
学
術
技
術
は
、
デ
カ
ル
ト
以
降
の
物
質
科
学

技
術
に
乗
る
と
こ
ろ
と
、
無
理
に
乗
せ
て
は
な
ら
な
い
側
面
が
入

り
混
じ
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
近
時
の
深
層
学
習
な
ど
の
触
媒
的

イ
ン
パ
ク
ト
に
も
背
中
を
押
さ
れ
な
が
ら
、〝
浮
か
れ
て
い
な
い
Ａ

Ｉ
研
究
〟
を
進
め
て
い
き
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。

写真２
機関誌『IASAI News』�
最新号の表紙（創設者�
福村先生の追悼号）

2017.5
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

私
立
大
学
は
、
特
色
あ
る
創
立
者
の
建
学
の
理
念
を
誇
り
と
し
、

日
々
の
教
育
を
行
う
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
は
建
学
理
念
を
無
批
判
に
受
け
継
ぐ
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
建

学
の
理
念
の
本
質
を
理
解
し
た
上
で
、
教
育
内
容
は
常
に
見
直
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
不
断
に
そ
の
時
代
の
実
情
に
合
わ
せ
た
解
釈

と
運
用
が
図
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
本
研
究
所
の
発
足
も
、

教
育
内
容
の
見
直
し
に
契
機
が
あ
っ
た
。
そ
の
経
緯
に
触
れ
た
い
。

　

本
学
で
は
、
２
０
０
７
年
度
か
ら
２
年
間
を
費
や
し
て
、
初
年

次
教
育
を
見
直
す
と
同
時
に
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
立
案
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
２
０
０
９
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
実
践
入
門

セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
う
授
業
科
目
の
中
の
「
下
田
歌
子
に
学
ぶ
」
と

い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
自
校
教
育
を
具
体
化
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
１
年
３
月
に
は
、
学
園
出
版
物
と
し
て
、
下
田
歌
子
の
自

伝
的
漫
画
本
『
き
ら
り
う
た
こ
』
を
世
に
問
う
た
。
下
田
歌
子
の

目
指
し
た
も
の
を
学
内
外
に
広
く
伝
え
た
い
と
い
う
意
図
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
本
書
は
現
在
も
自
校
教
育
に
役
立
て
て
い
る
。
こ

こ
に
至
っ
て
、
学
園
創
立
の
原
点
に
返
っ
て
検
証
し
、
下
田
歌
子

の
目
指
し
た
も
の
を
現
在
の
教
育
に
生
か
そ
う
と
す
る
機
運
が
高

ま
り
、
２
０
１
１
年
度
に
、
広
く
有
志
を
募
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
（
常
設
の
施
設
を
持
た
な
い
）
を
経
て
、
２
０
１
４
年
度
に

常
設
の
研
究
所
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

　

研
究
所
の
活
動
は
、
基
本
的
に
は
「
下
田
歌
子
研
究
所
規
程
」

中
、
第
２
条
（
事
業
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
①
下
田
歌
子
に

関
す
る
資
料
の
収
集・

保
管
と
そ
の
業
績
に
関
す
る
調
査・

研
究

②
学
園
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
の
収
集・

保
管
と
調
査・

研
究
③

学
祖
教
育
、
自
校
教
育
に
関
す
る
調
査・

研
究
④
女
子
教
育
の
あ

り
方
に
関
す
る
調
査・

研
究
⑤
下
田
歌
子
の
業
績
に
関
連
す
る
機

関
と
の
連
携
事
業
⑥
前
記
各
号
を
踏
ま
え
た
教
育
活
動
お
よ
び
成

果
の
発
信
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
主
要
な
活
動
を
具
体
的
に
紹
介

す
る
。

　

①
②
に
関
わ
る
資
料
収
集
は
、
研
究
所
が
常
設
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
卒
業
生
を
中
心
に
寄
贈
の
申
し
出
が
飛
躍
的
に
増
大
し

た
。
研
究
所
の
常
設
化
に
よ
り
、
認
知
度
が
上
が
っ
た
こ
と
、
連

原
点
に
返
り
、検
証
し
、 

い
ま
に
生
か
す

―
下
田
歌
子
研
究
所
が
目
指
す
も
の

［
実
践
女
子
大
学
］

湯
浅 

茂
雄
●
実
践
女
子
大
学
文
学
部
教
授
、
下
田
歌
子
研
究
所
長

《
研
究
所
編
》
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絡
が
容
易
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

④
⑤
に
関
連
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
本
学
を
会
場
と
し
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
他
大
学
の
学
長
を
含
む
錚
錚
た
る
パ
ネ
リ
ス

ト
の
方
々
に
よ
る
有
意
義
な
討
論
と
連
携
の
機
会
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
研
究
所
内
外
の
講
師
に
よ
る
講
演
会
は
①
〜
⑥
の
全
て
の

項
目
に
関
わ
る
が
、
年
間
２
回
程
度
の
頻
度
で
切
れ
間
な
く
開
催

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
③
と
⑥
の
「
教
育
活
動
」
は
研
究
所
発
足
の
契
機
と
も

な
っ
た
自
校
教
育
に
関
わ
る
。「
実
践
入
門
セ
ミ
ナ
ー
」
の
講
師
を

積
極
的
に
務
め
た
り
、
大
学
祭
の
展
示
や
講
演
を
催
し
、
あ
る
い

は
、
学
長
と
共
に
下
田
の
生
誕
地
を
訪
ね
る
旅
（
学
生
の
自
由
参

加
）
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

学
内
外
の
所
員
と
の
研
究
会
も
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。
特
色

は
、
下
田
歌
子
の
生
誕
地
岐
阜
県
恵
那
市
岩
村
町
を
は
じ
め
、
そ

の
足
跡
に
関
係
す
る
場
所
で
、
で
き
る
限
り
地
域
の
方
々
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
⑥
の
成
果
の
発
信
で
あ
る
が
、
速
報
性
を
重
視
し
た

「
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」（
年
２
〜
３
回
）
を
す
で
に
９
号
発
刊
し
た
。

紀
要
に
当
た
る
『
下
田
歌
子
研
究
所
年
報　

女
性
と
文
化
』（
年
１

回
）
も
、
３
号
刊
行
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
在
で
は
入
手
困
難

と
な
っ
て
い
る
下
田
歌
子
の
著
作
の
う
ち
、
重
要
度
の
高
い
著
作

の
復
刊
を
行
っ
て
い
る
。

　

実
践
女
子
学
園
は
、
近
代
女
性
教
育
の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
る

下
田
歌
子
に
よ
っ
て
１
８
９
９
年
に
創
設
さ
れ
、
２
０
１
９
年
に

は
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
。
学
園
の
新
た
な
時
代
の
教
育
展

開
の
た
め
に
、
下
田
歌
子
研
究
所
は
、
下
田
の
歴
史
的
研
究
に
加

え
て
、
彼
女
が
目
指
し
た
も
の
を
踏
ま
え
、
現
在・

未
来
に
お
い

て
女
性
が
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
調
査・

研
究・
提
言
を
行
う
べ
く
、
そ
の
体
制
を
整
備
中
で
あ
る
。

1902年頃の下田歌子
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

設
立
の
経
緯

　

甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
は
、
文
部
科
学
省
の
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
推
進
事
業
の
助
成
を
受
け
て
行
わ
れ
た
共
同
研
究
事
業
（
１

９
９
８
～
２
０
０
２
年
度
）
の
研
究
体
制
と
成
果
を
引
き
継
い
で
、

恒
常
的
に
研
究
を
進
め
る
た
め
に
、
２
０
０
２
年
11
月
１
日
に
設

立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
事
業
２
期
目
（
２
０
０
３
～
２
０
０
７

年
度
）
お
よ
び
私
立
大
学
戦
略
的
基
盤
形
成
支
援
事
業
（
２
０
０

８
～
２
０
１
２
年
度
）
の
助
成
を
得
て
、
現
代
人
の
心
の
危
機
と
、

そ
の
実
践
的
解
決
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
創
造
を
目
的
と
し
た

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

２　

親
子
関
係
支
援
活
動

　

本
研
究
所
で
は
、
実
践
研
究
の
一
つ
と
し
て
親
子
関
係
に
関
す

る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
と
し
て
は
、
親
子
の
「
居

場
所・

交
流・

情
報
共
有
」
の
役
割
を
果
た
す
「
ひ
ろ
ば
型
」
の

支
援
が
多
く
の
人
に
役
立
つ
が
、
子
ど
も
と
の
関
係
に
迷
っ
た
り

悩
ん
だ
り
す
る
場
合
は
、
大
学
な
ら
で
は
の
専
門
的
な
支
援
が
貢

献
し
得
る
。
た
と
え
ば
、
発
達
心
理
学
の
研
究
を
通
し
て
、
幼
い

頃
に
養
育
者
と
の
間
で
安
全
と
安
心
が
得
ら
れ
る
関
係
性
（
健
全

な
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
）
を
育
む
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
米
国
で
開
発
さ
れ
たT

he Circle of Security program
 

（
Ｃ
Ｏ
Ｓ
）
が
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
世
界
乳
幼

児
精
神
保
健
領
域
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
所
で
は
、
２
０

０
９
年
度
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
を
地
域
の
親
子
に
実
践
し
て
い
る
（
通

称
「
親
子
が
ホ
ッ
と
つ
な
が
る
グ
ル
ー
プ
」）。
ま
た
、
２
０
１
２

年
度
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｓ
の
簡
易
版Circle of Security Parenting 

program
 

（
Ｃ
Ｏ
Ｓ
―

Ｐ
）
の
日
本
語
版
（「
安
心
感
の
輪
」
子
育

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
作
成
し
、
こ
れ
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
に
先
駆
け
て
「
お
父
さ
ん・

お
母
さ
ん
の
た
め
の
子

育
て
応
援
講
座
」
を
実
施
し
、地
域
の
保
護
者
に
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

大
学
で
行
う
親
子
関
係
支
援

―
次
世
代
育
成
研
究
拠
点
形
成
を
目
指
し
て

［
甲
南
大
学
］

北
川 

恵
●
甲
南
大
学
文
学
部
教
授

《
研
究
所
編
》
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の
視
点
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
グ
ル
ー
プ
の
参
加
者
を
毎
年
６

～
８
組
程
度
募
集
す
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
心
理
教
育
と

行
動
観
察
や
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
対
話
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
気

持
ち
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
、
親
自
身
が
「
分
か
っ
て

い
て
も
つ
い
つ
い
繰
り
返
し
て
し
ま
う
養
育
行
動
」
を
乗
り
越
え

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
参
加
者
か
ら
は
、「
マ
マ
友
と
は

話
せ
な
い
よ
う
な
、
し
ん
ど
い
気
持
ち
を
話
せ
た
」「
悩
ん
で
い
る

の
は
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
分
か
っ
て
、
ホ
ッ
と
し
た
」「
子
ど
も

を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
け
ど
、
自
分
の
行
動
を
変
え
る
こ
と
は

で
き
る
し
、
そ
れ
で
関
係
が
変
わ
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た

だ
い
た
。

　

大
学
で
行
う
実
践
研
究
な
の
で
、
学
部
の
学
生
や
大
学
院
生
有

志
が
課
外
活
動
と
し
て
親
子
関
係
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
グ
ル
ー
プ

中
の
託
児
な
ど
に
参
加
し
て
お
り
、
発
達
や
親
子
関
係
に
つ
い
て

実
践
的
に
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
に
と
っ
て

は
自
ら
の
働
く
こ
と・

育
て
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
ま
で
に
一
定
の
効
果
検
証
が
で
き
た
た
め
、
２
０

１
７
年
度
か
ら
は
若
手
の
研
究
員
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
を
担
い
、

ま
た
２
０
１
８
年
度
か
ら
は
学
生
の
参
加
を
授
業
と
し
て
位
置
付

け
て
、
よ
り
恒
常
的
な
運
営
体
制
へ
と
整
備
を
進
め
て
い
る
。

３　

こ
れ
か
ら
の
研
究
活
動

　

本
学
は
、
２
０
１
９
年
４
月
21
日
に
甲
南
学
園
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、「
人
物
教
育
の
率
先
」
の
理
念
を
高
い
レ

ベ
ル
で
実
践
す
る
た
め
の「
甲
南
新
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
た
。

そ
の
実
践
の
一
つ
と
し
て
、
組
織
横
断
的
に
融
合
し
た
九
つ
の
テ
ー

マ
の
下
、Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
プ
レ
ミ
ア・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い

る
。本
研
究
所
も
、KO

N
A

N
 Research &

 Education

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
サ
ブ・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、「
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も・

子

育
て
未
来
プ
ラ
ン
」
連
携
―
研
究
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
与
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
学・

学
園
が
協
定
を
結
ん
で
い
る
神
戸
市
、

東
灘
区
、
兵
庫
県
、
神
戸
新
聞
社
な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
大

学
に
お
け
る
次
世
代
育
成
研
究
拠
点
の
形
成
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
親
子
関
係
支
援

活
動
や
、
そ
の
他
の
「
子
ど
も・

子
育
て
実
践
」
に
お
い
て
、
世

代
間
交
流
を
よ
り
促
進
さ
せ
て
い
く
。
ま
た
、
心
理
学
、
芸
術
学
、

社
会
学
、
経
済
学
、
社
会
保
障
な
ど
を
専
門
と
す
る
研
究
チ
ー
ム

が
、
次
世
代
育
成
施
策
に
つ
い
て
地
域
性
を
含
め
た
検
討
を
領
域

横
断
的
に
行
う
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
「
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
教
育
」
を
、
全
学
対
象
の
共
通
教
育
科
目
（
地
域
開

放
型
）
と
し
て
２
０
１
９
年
度
に
開
講
す
る
予
定
で
あ
る
。
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